
平成１９年　７月２９日
　　　　　　　　このこのこのこの１１１１年年年年をををを振振振振りりりり返返返返ってってってって 西宮市立西宮高校　　　　　　野球部　父母会　　三国　勇　早いもので、つい先日５９回生の父母会長から父母会を引き継いだと感じていましたが、もう１年が過ぎ去りました。　片肺である私を支え、ご支援下さいました父母の方々、特にお母様方に感謝申し上げます。　さて、この１年を振り返りますと、何も分からずスタートしたバーべキューから始まりました。今考えますと「なんて無謀なバーべキューだった。」と思います。そして、秋季大会が終わり、いざ春季大会に臨んだ時に思いもよらない事が起こりました。公立高校の野球部に対しては真に理解し難い事態でありましたが、今考えますと、それだけ市西野球部は存在価値があったと言うことでしょう。今後も市西野球部は注目される存在だと考えますと、６１回生、６２回生、６３回生・・・・とそれは続いて行くでしょうから、市西野球部と言うプライド、そして過酷な練習を成し遂げたと言う自信をもって、追いすがってくる学校は勿論、私学のレベルの高い野球部にも”対等の立場”で挑戦して貰いたいと思っております。　選手達は勿論、父母の方々も２年半足らずを悔いの無い”同じ時”を過ごし、６０回生の成し得なかった、初戦突破、２回戦、３回戦、いずれは”ベスト１６”へ一歩一歩階段を、ゆっくりでも確実に登っていくことを期待しております。　最後に、６０回生を支え、指導を頂きました、徳山監督、矢野部長、大角コーチに対しまして、言葉では尽くせない感謝の念で一杯です。有難う御座いました。お体にご自愛くださいまして、今後も、素晴らしい市西野球部員を育てていただくことをお願い致します。


